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１．冠詞(article) が顕在する言語 vs. 顕在しない言語


(1) a.  I read [ a book ].　　　b. 私は　 [ φ 本 ] を読んだ。

(2) a.  [ the book ] I read   　b. 私が読んだ [ φ 本 ]　


G1 ⇒日本語は，a, the 相当の冠詞がない。　（true ）


G2 ⇒日本語は冠詞をもたない。⇒ D (determiner)がない。（true??）


G3 ⇒日本語の名詞表現はすべてDのないNPである。　（true??）

☞　G2 , G3 は誤り。日本語にD（限定詞）はある。その方が経験的・理論的に有利
２．DP分析 (Abney 1987 etc.)


(3) [NP  [D  the ] [N'  [N  book ] ] ]  ←従来のNP分析   Nounが主要部(head)


(4) [DP [D ' [D the ]  [NP book  ] ] ]    ←DP分析         Determinerが主要部(head)


(5) a.  [DP John  's (GEN) [NP  book]]              DP

b.  *[DP John  's /the [NP  book]]             ／    ＼

                                     John        D'

                                             ／     ＼

                                           D0          NP

                                      (-s: genitive/3p.sg.)   book   


(6) a.  [NP  [N he]]   b.  *[NP the [N he]]    ← NP分析では説明できない。


(7) a.  [DP [D he]]    b.  *[DP [D  the/ he]]   ←ヘッド要素が二つ


(8) a. [NP [N’ [N we  linguists ]]]   b. [DP [D’ [D we] [NP linguists ]]]  NPが補部。

◎ 文(TP)と名詞句(DP)との平行関係がDP分析で明らか (Abney 1987)


(9)a.  [IP He  [I'[I0 AGR+Tense][VP[V' destroyed the city ]]]]  　文の投射


主格 ↑_____| 3p.sg. 一致

(9)b.  [DP his [D'[D0 AGR][NP[N' destruction of the city ]]]]　　　Dの投射

        属格 ↑____| 3p.sg. 一致


(10) a. I read [DP a book ]   vs.   b.  * I read [NP book].　　

        　　   ↑Dが指示を決定。NPだけでは指示性が定まらない。意味論的根拠。



(11) Longobardi (1994: 620):  動詞の項である名詞句はDPである。DP=項

A "nominal expression" is an argument only if it introduced by a category D.

☞　英語，ドイツ語，ロマンス語などには(11)は適合するように見える。

☞　 (11) 項＝DPが言語横断的とすると，(11)は強力な仮説　⇒　Ｄの普遍性

(12)  I saw  [DP a doctor] / *[NP doctor].  

(13) Doctor,  come here! ( vocative：呼格 ⇒ 項ではない)  NPでＯＫ。

(14)  [DP φ Water ] is scarce in this country.   物質名詞 ⇒ゼロ冠詞　

(15) a.  [DPφDogs ] are intelligent.  b. * [DPφ Dog] is intelligent.  複数⇒ゼロ冠詞

(16) LF移動の可能性： [DP  water1 D+R [NP t1 ]]      [DP  dogs1 D+R [NP t1 ]]

(17)  [DP i  cani ] sono intelligenti.  (= the dogs are intelligent) イタリア語 DP

(18)  [DP les chiens ] sont intelligents. (=16の意味) フランス語 DP ゼロ冠詞なし！
(19)  [DP  die Hunde / φ Hunde ] sind intelligent.  ドイツ語 DP/NP (=16)
  ☞ 項がDを持たないと，ゼロのDが挿入（あるいはDPへの移動）。どのような条件？

３．Alternative: Nominal Mapping Parameter(NMP)  (Chierchia 1998)

Chierchia: ① 項は，[1] 個体(e: entity)か，[2] every boyなど一般化数量詞 (<<e,t>, t>)を指示

② DPでなくNPも項になれる。(NP ( e 指示)  ∴ (11)の否定。

☞ 中国語・日本語はNP (Dがない)。英語・ドイツ語など：bare mass noun/ bare plural。

☞NPは「Dなしで項になる(±arg(ument))」，「名詞がDの項として述語的に働く(±pred (icate))」という２つの素性をもち，言語によって３つのパラメータが可能である。

(20)名辞写像パラメータ(nominal mapping parameter) (Chierchia 1998)

a. [+arg,-pred]言語。NP単独で項になる。名詞は個体としての種を指示（日本語，中国語）

b. [-arg,+pred]言語。NPは単独で項になれずDの述語(項）になる。Dが必要（ロマンス語）

c. [+arg,+pred]言語。玉虫。[+pred]の場合はDを伴って項になるが，物質名詞や裸複数名詞は[+arg]をもち，Dなしで項になる。（英語，ドイツ語などのゲルマン系言語）

☞ 大きな影響力。しかし，日本語タイプにDがない ∴一般化数量詞がないと言えるか？
☞　統語論と意味論のインターフェース(ミスマッチ)の問題。 (11)でも(20)でもない解決。

４．DP仮説はパラメータ化されているか，or 普遍的か？ 問題の再設定

    (21) DP普遍説： どの言語にもＤ範疇は存在する。(パラメータではない)

　　　　Longobardi 1994, Cinque 1999,  Pereltsvaig 2005 etc.

　☞ 意味論と整合：名詞⇒ 集合 <e,t> ，D ⇒ 個体e か一般化数量句<<e,t>,t>を作る。

　　　　<e,t>： e（個体）からt（真理値）への関数    <<e,t>,t>:  <e,t>から真理値tへの関数

　☞　非常に強力だが，経験的に正しいか？ ゼロＤ，LF移動？

　  (22) DPパラメータ説： overt articlesのない言語にはDPがない。(Fukui 1985, Chierchia 1998, Baker 2003) 　　形態的な冠詞⇒  DP言語，そうでなければNP言語。

　◎ Fukui 1985：相対化Ｘバー理論。　普遍言語のパラメータは機能範疇(functional category)に限定されている。Ｄは機能範疇。 日本語のようにDがなくてもよい。

　　(23) a. [NP 昨日の [NP 太郎]]  b. *[DP yesterday's [DP John ]]  *[DP yesterday's [DP the man]]

       ∴機能範疇はphrase 投射を閉じる働き（それ以上修飾不可能）。

         a.   N' (=NP) 開いている        b.   D'' (=DP)  (  close off  修飾不可能

       　／   |                           ／  |

     Adv     N'(=NP)                    D   NP

　　きのうの　太郎                     the   man

※  統語論における変異の原理的説明は？（恣意的？）

　　⇒限定詞D はsubstantial meaning はないが，意味解釈に影響。もし指示性(referentiality)と関係するのであれば，Dは必要不可欠（ＬＦで解決する？）

    (24) 第３の解決：　

Ｄ範疇はどの言語にも基本的に偏在する（意味解釈に影響するから）。

ただし，Ｄが投射するか否か（NPでよいか）は意味解釈による（LFで決定）。一つの言語において，DPの場合とNPの場合があってよい。(Pereltsvaig 2005 etc.)　

 (25) 固有名詞の場合  [DP John ] か，[NP John ] か？ ☜ NPでよい。

    (26) 【解決】NPはLFで個体の集合 <e, t> タイプか，個体 e タイプを指示する。

        固有名詞は談話領域の中での唯一的指示によって，個体タイプを表す：項になる。

　　　　∴ 固有名詞は限定詞Dを投射する必要はない。 [NP John ] ミニマルな投射。

　　　☞  [NP 太郎] ⇒ 個体 e      代名詞  [NP 彼女 ] ⇒  個体 e

※　[NP book] は <e,t> ⇒ { a, b, c, d}  (集合で指示が決まらない)。だからDが必要。 

　  (27) a. *the John   無用なことはしなくてよい。（the は <e,t>タイプを取る）

b. the old John ⇒ [DP the [old [NP John ]]]  "old John"⇒ <e,t>タイプに (coercion)　

　　　※物質名詞，複数名詞をどう扱うか？ NPかDPか？（syntax vs. semantics）

　　　

５．日本語のDP
A:  [DP きのうの太郎] ⇒　DP修飾不可能性はDP言語でも絶対ではない。ドイツ語

　　(27) a. [DP [dem Vater] [DP sein Bild]]  b. * [DP [dem Vater] [DP das Bild]]　(父の写真)

        　　 the father(Dat) his picture          the father(Dat) the picture

   ☞ "sein Bild"(=his picture)で指示としては完結しているが，与格DPで修飾可能。

　　(28)   [DP wir], die wir studieren  (大学で勉強している我々)  relativeで代名詞修飾

             we  who we study        DP修飾の（非制限的）関係節
　　(29) [DP 大学での昨日の [DP 太郎]]  (  (27,28)と同じステータス?  修飾句。

    ∴日本語の名詞句は閉じていないからDPではないという証拠にはならない。

B:  Dステータスをもつ量化詞  (generalized quantifier)　　　　　　　　↑非制限的修飾

    (30)  [どの論文も] 面白い。   ⇒  [DP every article ] 

    (31)  [ほとんどの論文が] 面白い。 ⇒  [DP  most articles ]

    (32)  [ある論文が] 面白い。　⇒ [DP an article ]　

  (33) a.   NP                           b.   CaseP

     　／ 　＼　　　　　　　　　　　　　 　／　 ＼

    AP       N'                          DP       Case [Nom], ∀

    どの      N                        ／  ＼      も

  形容詞？    論文+も                  D      NP

                                  　どのj   論文j               binding

(34)  [DP どの論文が] 面白いの？ ⇒ Q  whichx (x: article)  ( x: interesting)

(35)  [DP ほとんどの論文が] 面白い⇒  Mostx (x: article )  (x: interesting)

　　☞　これらは英語などのDP言語の量化詞 (D)と同じ働きをもっている。

Ｃ：　量化詞は形容詞(名詞修飾句== 集合表現)ではない。

    (36) 丸いテーブル  ⇒　テーブルで丸いもの： {x: Table (x) &  Round (x) }

(37) どの論文も　=/⇒　 *論文でどのもの   交わり(intersective)解釈不可能

(38) ほとんどの論文 =/⇒　 *論文でほとんどのもの

(39) ほとんどの論文(が)　⇒ λＰ [MOST (Article(x)) ) ⊆ P (x) ]

     （xが論文である要素の大部分(e.g.  2/3以上)が，Pを満たす）

☞　関係性を示す量化詞(relational D)   D (A: 名詞) (B:述部)  　 <<e, t>, t>タイプ

                                    |_______________↑  AとBの間にDの関係

   「ほとんどの/すべての論文が・・・」 ←（どうした？） 述部を要求。

D: 数量句はpredicativeになれない。⇒ <e,t>タイプではない。

   (40) *??かれらは，[ほとんどの学生/どの学生/すべての学生]だ。

   (41) あそこにいるのが[学生すべて]だ。←predicative でなく指示的。

E: 数量詞(D)は意味的に名詞句(NP)と動詞句(VP)を選択する2項関係 (cf. Larson 2004)

DP (= sentence) 　③ MOST [ Article (x) ⊆ Interesting (x) ]

   　　　　 ／ 　＼                                                 t: 真理値

         D'          VP  <e,t>

　　 ／    ＼　　　 面白い :②  Interesting => Pに代入　

       D         NP  <e,t>

   ほとんどの　  論文が:① article => Qに代入: λP[MOST (article (x)) ⊆ P (x) ]  

　λQλP[MOST (Q (x)) ⊆ P (x) ]                                       <<e,t>, t>

F: 格助詞 (Case)= Dの可能性。格が指示を決定するとは言えない。

しかし格は機能的である。（必ず述部を要求する）　「学生が（を）」←（どうした？）

  (42) a. 子供が走っている。∃x [Child (x)] ….  a に相当。（存在）

      b. 子供は大学生です。ιx [Childe(x) & Student (x)]  theに相当。（唯一性）

      c. 鯨は哺乳類だ。   GENx [Whale (x) & Mammal(x) ]  総称(generic)演算子

      d. 鯨が泳いでいる。 ←存在解釈（総称不可。恣意的でない）。Caseと述部に依存。


                                      [VP 述部 <e,t> ]

    (Q)  [NP 集合 <e,t> ]     D (Case) は，も，が，を，に

    (43)  [DP  ジョンの  [D' [NP 本] [D0 が/を] ]]   （岸本 2005）

    (44)  [DP [NP [NPジョン]だけ] [D に]]　[DP [DP [NPジョン] [D に] だけ]]  phraseステータス
G: スクランブリング句は，Caseをもたねばならない。⇒ DP?

    (45) a. 村上春樹が昨年，小説（を）出版した。

        b. 小説*  (を)1  [村上春樹が昨年 t1 出版した]。

    (46)   「海辺のカフカ」（を） [村上春樹が昨年 t1 出版した]。 -- 個体表現はOK？

６．結論
 [1] 日本語にもDはある。数量句など必要な場合にNPからDPに投射する。

  [2] 格助詞が付加された名詞句はDPとして分析される可能性がある（検討の必要）

[3] 他の言語でも普遍的にDは仮定される（NP / DP ）。意味的に必要な時にD投射。
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